
様式１ 平成 ２９年度　　山梨県立甲府城西高等学校学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

１　積極的に学ぶ生徒を育てる。 Ａ 4

２　規範意識の向上を図り、社会性を育む。 Ｂ 3

３　心身を鍛え、豊かな人間性を育む。 Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策

○ 若者の投稿記事等々、知識を自己の心に成果としてたくわえて、その気持ちを現実の
社会に発信する姿は美しいものであります。

○ 全体的な評価は上昇傾向にありますが、①の割合が減少した（１）［１］と（４）の方策に
ついては、次年度以降、改善に努めていただければと思います。

○ 三カ年皆勤の生徒が、自分の時代とは違い格段に増加しており、学校と家庭での環境づくりが、良い生
活習慣の確立に繋がっていると感じました。ただ、自己アピールの上手くない子供が多い時代ですの
で、来校した際、挨拶をしてくれるのが、野球部の生徒などの運動部であろう生徒がほとんどのように感
じます。せっかくＰＴＡの皆様と連携して挨拶運動を行っているのですから、朝の挨拶だけでなく、普段か
ら挨拶できる心を育てていただければと願います。

○ 学校を訪れる時、生徒の皆さんのあいさつは、心をなごやかな気持ちにさせていただいてます。

○ 方策①の質問［１］に対する「達成できた」との回答の割合は６割弱（56.8％）であり、同［２］については５
割（50.3％）である。取り組みの工夫・改善の余地が認められる。方策②の質問に対しては、「達成でき
た」が47.4％でもっとも多い。また、「ほぼ達成できた」も44.7％であり、「達成できた」と「ほぼ達成できた」
を合わせると９割以上になる。例年そのような傾向があり、今後は肯定解答率を上げるよりも、否定解答
率を下げる取り組みが必要ではないか。その意味で、５件法よりも現行の４件法が適していると思われ
る。

○
○

挨拶を返えしてくる生徒とそうでない生徒がはっきりしている。皆勤賞80人は素晴らしい事です。
挨拶については、学校に行くと、習慣化されていることが実感できます。あとは「先生が挨拶を返してくれ
ない」と生徒から意見が出ないように、気を付けていただければと思います。

○ 先日お話させていただきましたが、交通マナーに対する取り組みをした次の月の事故・違反数の増加は
残念でした。自分だけが注意していても相手がいることなので絶対は無いと思いますが、普段の通学路
にこんな棄権が潜んでいるという意識づくりを、スポットではなく短いスパンで考えさせる取り組みができ
たらいいと感じました。

○ 主権者として有り様を自ら求めている姿が感じられる、一方スポーツを通しての全体の成長をみてとれ
るのではないでしょうか。

○

○ 体育部の生徒さんは、他校に比べて規律正しい。

○ ①については、成果として見えにくい部分ですが、不登校や転出・退学の生徒を無くすという意味でも重
要かと思いますので、引き続き、注力していただきたい項目です。

○

○ 日本作りに大切だと考えます。我が良で良しでもなく、地球的視点に立った思考、これからの世間の生
から等も含めて、重い部分だと思います。一人一人が（生徒）立つ位置が肝要です。

○

○
○

地域の盲学校、、支援学校との交流によりその事が社会人になってから役立つと思います。
総合学科の高校の特色になりますので、達成度Aになるように引き続き取り組んでいただきたいです。

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

方策①の「自己を正しく理解」することは難しい。生徒が自己のあり方や生き方について省察するための
時間や契機を設える工夫は今後も必要と思われる。方策③の「部活動」は、課外活動のため方策として
位置づけることにやや違和感を抱いた。だが、同時に活発な部活動は貴校の特徴であることも理解して
いる。生徒向けの質問も「部活動が活発に行われている」とあり、自分が部活動をしているかどうかとは
切り離して答えることもできるため、回答に際して戸惑う生徒は少ないとも想像する。項目と方策③にあ
る「豊かな人間性」は定義も把握もしづらいところがある。代わりに、教員向けの質問37にあった「達成
感」や、あるいは「自己肯定感」といったものを掲げ、それを育んだり捉えたりする方途もあるように思わ
れた。

1でも申しましたが、基礎学力の向上がゆとりのある学校生活に繋がり、自己分析能力も上がり、進路選
定も幅広く、より良い進路を選択することができるのだと思います。その意味では1と4の評価項目は連
携していて、相乗効果に繋がる項目だと思います。その中で地域社会や歴史や文化に触れる機会をつ
くり、生徒達に、自分に何ができるだろうかと考えさせる、精神的な成長が望める目標だと思いますの
で、これからも積極的に取り組んでいただきたいと思います。

①②③いずれも「達成できた」と「ほぼ達成できた」という肯定解答率が高い。とはいえ、「あまり達成でき
なかった」と「達成できなかった」と答えた生徒も一定数存在する。この項目に限らず）なぜ達成できたの
か、なぜ達成できなかったのかを自由記述によって把握できるとよいように思われる。とくになぜ達成で
きなかったのかを把握することは今後の改善につなげやすい。社会的な問題意識を持つことは今後ど
のような進路を選ぶにしても重要である。

意見・要望等

4

4

評価

3

地域の雪かきや清掃活動、他校との交
流を通して、社会への貢献の大切さや社
会の一員としての役割を自覚した。今後
も継続して取り組んでいく。

文学館・美術館見学や修学旅行で実際
に触れる学びを行った。学んだことの活
用や発展学習等を行い、一層理解を深
めさせる。

系列選択指導や系列学習を通して、進
路の目的を持たせ、進路を実現させた。
今後もキャリア教育の充実を図り、生徒
の進路意識を高める。

昨年度と比較して評価Ａの数とＡＢの合
計が増えた。防災訓練については、より
実際的なものとなるべく工夫・改善を図
る。

講話を通して自己理解や生き方・在り方
を考えさせ、進路選択に役立てることが
でき、評価Ａが増えた。より内容の充実
を図る。

進路意識を高める取
組の充実

保健講話、生指講
話、防災訓練の充実

校内委員会を中心に組織的に取り組
み、授業改善を図る気運が高まった。相
互授業参観の一層の活性化と、授業ア
ンケートの活用を図る。

４つの力の向上

理解度に応じた指導
の充実、相互授業参
観の活性化

・「課外や小論文・面接等の個別指導
の充実」
　→評価Ａ４６％、評価Ｂ４５％

産社・総学等におけ
る体験的学習の充実

・「体験的学習の充実」
　→評価Ａ３７％、評価Ｂ４８％

資格取得については、高度資格取得者
が現れるなどその成果が出ている。体験
的学習の内容を精査して、より内容の充
実を図る。

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

学校関係者評価

実施日　（平成３０年３月９日）

評
価

自己の課題に積極的に取り組み、創造する力と豊かな個性を身につけ、社会に貢献する生徒を育成する。 山梨県立甲府城西高等学校校長　　田之口　晃士

本年度の重点目標

４　社会の問題を意識し、積極的に関わる態度を育てる。

本年度の重点目標

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

年度末評価（２月１６日現在）

・「理解度に応じた指導の充実」
　→評価Ａ４０％、評価Ｂ５１％
・「指導の工夫・改善」
　→評価Ａ２７％、評価Ｂ５５％

自己評価結果

積極的に学ぶ生徒を育成
する

1

遅刻指導、あいさつ
運動の充実

・「授業を通した４つの力の育成」
　→評価Ａ２８％、評価Ｂ５４％

①基本的生活習慣を確立させる。

2

服装頭髪指導の徹底

①自ら学び、考える力を育成するため、学習
指導の工夫・改善に努める。

4

学校目標・経営方針

・「産社や総学の講話による効果」
　→評価Ａ３５％、評価Ｂ４９％

・「地域交流への取組」
　→評価Ａ３２％、評価Ｂ４９％

3

・「産社・総学における日本の文化や伝
統に触れる機会の設定」
　→評価Ａ３３％、評価Ｂ５２％

達
成
度

実力診断ﾃｽﾄの活
用、課外の充実、ＩＣＴ
を活用した学習習慣
の確立

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

規範意識の向上を図り、社
会性を育む

Ｂ

②基礎的・基本的な学力を身につけさせ、進
路実現に結びつける。

③授業をとおして４つの力（理解する力、収集
する力、まとめる力、伝える力）を育む。

心身を鍛え、豊かな人間性
を育む

社会の問題を意識し、積極
的に関わる態度を育てる

地域の諸行事への参
加

②我が国の文化や伝統に触れ、大切にする
意識を向上させる機会を設定する。

③地域社会及び世界の諸問題に目を向けさ
せる取り組みを実践する。

Ｂ

夏季課外の実施、１年生全員対象に
Classiを導入し学習習慣の確立を目指し
た。ＩＣＴの活用方法を検討し一層の充実
を図っていく。

各科目で、４つの力の向上を目指し取り
組んだ。今後も４つの力の育成状況を把
握し、授業改善に取り組んで行く。

③部活動を活発にして、豊かな人間性を育
む。

①キャリア教育の充実を図り、個々の進路に
むけての意識づけを行う。

②集団生活のルールやマナーを身につけさ
せる。

④体験的な学習の重視と資格取得を奨励す
ることで、専門的な知識・技能の修得を目指
す。

部活動における技術
技能の向上、人間性
の育成

部活動は本校教育活動の柱となってお
り、活性化や愛校心の育成に大きく寄与
している。今後も活動の充実を図り、豊
かな人間性を育む。

部活動の生徒を中心に、挨拶をする習
慣が身についている。また、遅刻者数も
減っている。今後も継続した指導を行う。

頭髪服装検査の再検査を受ける生徒も
少なく、全体的に規則を守っている。検
査方法を見直し、守れていない生徒への
重点的な指導を行う。

・「集団生活のルールやマナーの指導」
　→評価Ａ４７％、評価Ｂ４５％

②健康と安全に対する意識を深める取り組
みを実践する。

①自己を正しく理解し、在り方・生き方につい
て考えさせる取り組みを実践する。

自己理解、生き方・在
り方を考える機会の
充実

産社・総学等におけ
る計画立案

Ａ

・「あいさつ習慣の確立」
　→評価Ａ５７％、評価Ｂ３６％
・「時間を守る指導の充実」
　→評価Ａ５０％、評価Ｂ４２％

・「進路意識を高めるための総学やＬＨ
Ｒの充実」
　→評価Ａ３４％、評価Ｂ５１％

受験があるからと、意識的・意欲的に学習することが強く出てくるのが三年次からだけ
でなく、早い段階で自己の進路に向けて、必要なカリキュラムを選択できる本校の特色
が、自ら学ぼうとする生徒の促進に繋がっていると感じました。基礎学力の強化によっ
て、理解度も上がり、精神的に余裕も出てくることで、詰め込み過ぎるといったどちらか
と言うと「嫌」な勉強に対する思いも減少していくと思います。今後もカテゴリー別で資格
取得によって志望した進路に進んだ先輩や卒業生をモデルとして挙げれば、資格取得
における達成感と、その資格を活かせる進路選定が、生徒達の意識向上に繋がってい
くと思います。

項目、方策、指標いずれもが積極的な学びにとって重要な事柄である。方策①「学習指
導の工夫・改善」は完成がなく、つねに図られるべきものであり、経年的に把握していく
ことがとくに求められる。方策③の「４つの力（理解する力、収集する力、まとめる力、伝
える力）」力は、相互に関連しているものの別の力ではあり、力ごとに個別に指標化して
評価したほうがよいのではないか。たとえば、情報は収集したがうまく伝えられない、と
いった事態も想定される。

○

○

・「部活動の充実」
　→評価Ａ６２％、評価Ｂ３３％

・「健康や命を守る講話の充実」
　→評価Ａ３２％、評価Ｂ５０％
・「災害時の行動等の指導の充実」
　→評価Ａ４０％、評価Ｂ４９％

3Ｂ


